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第
五
章 

 
 

 
 

 
「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方 

 

「
５
段
階
の
レ
ベ
ル
表
」 
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第
五
章 

「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方 

「
５
段
階
の
レ
ベ
ル
表
」 

   

私
は
、
「
仕
事
の
進
め
方
」
＝
「
報
連
相
」
、 

「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
＝
「
真
・
報
連
相
」 

と
、
捉
え
て
い
ま
す
。 

 

質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
を
具
体
的
な
「
行
動
」 

と
し
て
、
報
連
相
に
落
と
し
込
み
、
「
５
段
階
の 

レ
ベ
ル
表
」
に
し
て
表
現
し
て
例
示
し
ま
し
た
。 

「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
の
「
見
え
る
化
」 

で
す
。
「
手
段
・
や
り
方
」
を
目
に
見
え
る
形
に 

し
ま
し
た
。 

 
  

 

ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー 

質の高い仕事の進め方の「体系」 

質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
の 

例
示 
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「
真
・
報
連
相
」
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
本
の
内
容
の
こ
と
で
す
。
「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」

の
別
名
で
す
。 

「
５
段
階
の
レ
ベ
ル
表
」
の
中
の
次
の
４
項
目
は
、
意
味
が
分
か
り
に
く
い
か
も
、
と
思
い
ま
し
た

の
で
ミ
ニ
解
説
を
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

① 

コ
ス
ト
意
識
（
報
告
２
） 

② 
根
回
し
（
相
談
３
） 

③ 
意
見
具
申
（
相
談
３
） 

④ 

仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
（
連
絡
５
） 
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註： Ａ４サイズの別紙を添付 
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① 

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る 

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
、
コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
あ
た
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
 

例
え
ば
、
報
告
書
の
こ
と
で
す
が
、
や
た
ら
き
れ
い
、
美
し
い
ほ
ど
よ
い
、
詳
細
な
ほ
ど
よ
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
報
告
書
の
作
成
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
報
告
に
も
コ
ス
ト
が
か
か

っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

あ
る
県
の
酒
造
会
社
の
社
長
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
お
酒
の
メ
ー
カ
ー
で
は
、
税
務
関
係
の

報
告
は
詳
細
な
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
影
響
し
て
い
る
の
か
、
簡
単
で
よ
い
社
内
の
報
告
に

も
、
詳
細
す
ぎ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
社
員
に
コ
ス
ト
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
が
し
て
い
る
そ

う
で
す
。 

ま
た
、
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
会
社
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
お
話
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
た
カ

ラ
フ
ル
な
報
告
書
が
出
て
く
る
が
、
も
っ
と
報
告
の
中
身
の
充
実
を
求
め
た
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。
中
身
に
比
べ
て
、
外
形
が
美
し
過
ぎ
る
の
で
す
。 

 
 

報
告
の
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
は
勿
論
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
手
間
暇
を
掛
け
す
ぎ
る
の
は
、
コ
ス

ト
意
識
の
欠
如
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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② 

根
回
し 

 

指
示
待
ち
族
に
は
根
回
し
は
不
要
で
す
。「
こ
れ
だ
け
は
、
成
し
遂
げ
よ
う
」
と
、
自
ら
が
心
に
き
め

た
「
志
事
」
に
取
り
組
む
仕
事
人
間
に
は
必
要
で
す
。 

 

自
発
的
に
と
り
く
む
課
題
で
す
か
ら
、
賛
同
す
る
人
や
協
力
す
る
者
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
無
関
心

な
人
も
反
対
す
る
人
も
い
ま
す
。
自
分
の
意
志
を
、
あ
く
ま
で
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
上
司
の
理
解

と
了
解
を
得
た
上
で
、
関
係
者
を
自
分
の
味
方
に
し
、
仲
間
に
す
る
た
め
に
、
根
回
し
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。 

 

そ
の
根
回
し
で
す
が
、「
根
回
し
に
来
た
こ
と
」
が
相
手
に
わ
か
る
よ
う
で
は
成
功
し
ま
せ
ん
。
仕
事

の
達
人
は
、「
あ
の
、
ご
相
談
で
す
が
・
・
・
」
と
言
い
な
が
ら
相
談
を
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
相
談
は

見
方
を
変
え
る
と
、
実
質
的
に
は
根
回
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

③ 

意
見
具
申
（
い
け
ん
ぐ
し
ん
） 

 
 

「
意
見
具
申
」
と
は
、
古
め
か
し
い
言
葉
で
す
が
、
上
級
機
関
や
目
上
の
人
に
対
し
て
、
自
分
の
意

見
を
申
し
述
べ
る
こ
と
で
す
。
「
提
案
」
は
、
自
分
の
仕
事
の
範
囲
内
の
こ
と
で
す
が
、
「
意
見
具
申
」

は
、
上
司
の
職
責
範
囲
内
の
こ
と
に
つ
い
て
、
（
差
し
出
が
ま
し
い
こ
と
、
僭
越
な
こ
と
を
、
あ
え
て
）

積
極
的
に
自
分
の
意
見
を
申
し
述
べ
る
こ
と
で
す
。
依
存
人
間
に
は
で
き
ま
せ
ん
。 
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「
う
ち
の
部
門
で
は
、
来
期
〇
〇
を
取
り
上
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
理
由
は
・
・
・
」
と
い

う
よ
う
な
場
合
で
す
。
日
頃
か
ら
深
く
部
門
全
体
の
こ
と
を
考
え
、
経
済
の
流
れ
、
業
界
の
動
き
、
過

去
の
経
緯
、
ト
ッ
プ
の
方
針
な
ど
を
研
究
・
理
解
し
て
い
て
初
め
て
で
き
る
こ
と
で
す
。 

 

意
見
具
申
を
、
差
し
出
が
ま
し
い
、
と
感
じ
る
上
役
も
い
ま
す
の
で
、
仕
事
の
達
人
は
「
あ
の
、
ご

相
談
で
す
が
・
・
・
」
と
言
っ
て
、
相
談
の
形
を
と
り
な
が
ら
提
言
を
し
て
い
ま
す
。 

 

④ 

仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る 

 

「
目
的
思
考
」
の
大
切
さ
を
繰
り
返
し
述
べ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
仕
事
の
目
的
と
か
、
手
段
（
目
標
）
を
超
越
し
て
、「
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
人
」
が
お
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
人
が
お
ら
れ
た
ら
、
仕
事
師
の
最
高
度
に
位
置
す
る
と

思
い
ま
す
。
論
語
に
あ
る
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
子
曰
、
知
之
者
不
如
好
之
者
、 
好
之
者
不
如
楽
之
者
」 

（
子
の
曰
わ
く
、
こ
れ
を
知
る
者
は
こ
れ
を
好
む
も
の
に
如
か
ず
。
こ
れ
を
好
む
者
は 

こ
れ
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
） 

 

先
生
が
言
わ
れ
た
、「
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
好
む
者
に
及
ば
ず
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

好
む
と
い
う
の
は
楽
し
む
者
に
は
及
ば
な
い
」 
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ま 

と 

め 

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
本
で
は
、「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
の
「
全
体
像
」（
体
系
）
を
提
示
し
ま
し
た
。
仕
事
は
、

技
だ
け
で
な
く
、
心
技
体
で
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
も
、「
仕
事
の
進
め
方
」
の
本
は
多
数
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
殆
ど
は
、
次
の
「
氷

山
図
」
で
い
え
ば
、
Ａ
（
手
段
・
や
り
方
）
の
解
説
本
（
ハ
ウ
ツ
ー
本
）
で
す
。 

 

Ａ
と
同
様
に
多
い
の
は
、
Ｃ
（
姿
勢
・
在
り
方
）
を
説
い
た
本
で
す
。
仕
事
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
・ 

態
度
、
人
生
の
在
り
方
、
な
ど
自
己
探
求
の
本
で
す
。
Ａ
も
Ｃ
も
有
益
で
あ
り
、
必
要
で
す
が
、「
質
の

高
い
仕
事
の
進
め
方
」
の
捉
え
方
と
し
て
は
不
十
分
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
無
か
っ
た
の
が
、
Ａ
と
Ｃ
の
中
間
に
あ
る
、
Ｂ
（
見
方
・
考
え
方
）
で
す
。 

 

 

こ
の
本
で
、
初
め
て
、
Ｂ
（
見
方
・
考
え
方
）
を
「
３
つ
の
視
点
」
、
「
３
つ
の
深
度
」
で
提
示
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
Ｃ
「
３
つ
の
方
向
」
と
併
せ
て
、
ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー
と
し
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。 

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
セ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
新
人
か
ら
経
営
幹
部
ま
で
、
ど
な
た
に
も
有
効
な
「
質
の
高
い

仕
事
の
進
め
方
」
の
「
体
系
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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Ａ
「
手
段
・
や
り
方
」
は
、
氷
山
モ
デ
ル
で
言
え
ば
、
水
面
上
に
見
え
て
い
る
部
分
で
す
。 

「質の高い仕事の進め方」の体系 

氷山モデル 
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水
面
下
に
は
そ
の
「
手
段
・
や
り
方
」
を
生
み
出
し
て
い
る
Ｂ
と
Ｃ
、
つ
ま
り
、「
３
つ
の
視
点
」
、「
３

つ
の
深
度
」
と
、「
３
つ
の
方
向
」
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
質
の
高
い
手
段
・
や
り
方
の
選
択
を

す
る
た
め
に
は
、
水
面
下
の
ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー
に
着
眼
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
 

ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー
は
、
本
書
で
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
が
、
次
の
３×

３
＝
９
項
目
で
す
。 

 

〔
第
一
章
〕「
３
つ
の
視
点
」
と
は
、
次
の
３
視
点
で
す
。 

 
 
 
 
 

①
「
自
己
」
と
の
関
係
で
手
段
を
捉
え
る 

②
「
環
境
」（
例
え
ば
相
手
）
と
の
関
係
で
手
段
を
捉
え
る 

③
「
目
的
」
と
の
関
係
で
段
を
捉
え
る 

 

 

〔
第
二
章
〕「
３
つ
の
深
度
」」
と
は
、
情
報
の
共
有
化
の
「
３
段
階
の
深
度
」
の
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 

① 

深
度
１ 

「
事
実
情
報
の
共
有
化
」 

② 

深
度
２ 

「
意
味
の
共
有
化
」 

③ 

深
度
３ 

「
考
え
方
の
波
長
の
共
有
化
」（
思
い
） 
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〔
第
三
章
〕「
３
つ
の
方
向
」」
と
は
、
自
己
の
姿
勢
・
在
り
方
を
振
り
返
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 
 
 
 
 

① 

相
手
と
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
る
か 

② 

必
要
な
場
合
に
は
、
相
手
と
誠
実
に
寄
り
添
っ
て
い
る
か 

③ 

相
手
と
誠
実
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
・
・
・ 

   

  
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

   

 

  
 
 
 
 

 

 

情報の共有化の「３つの深度」 

「手段・やり方」を 
捉える「３つの視点」 

目的 

自己 

手段・やり方 
 環境 

（例えば相手） 
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読
者
の
皆
様
に
は
、
ヒ
ン
ト
を
掴
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
・
・
・ 

 

「
ヒ
ン
ト
」
と
は
、
新
知
識
を
覚
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
考
事
例
が
あ
り
ま
す
。 

 
稲
盛
さ
ん
が
松
下
さ
ん
の
講
演
「
ダ
ム
式
経
営
」
で
掴
ま
れ
た
ヒ
ン
ト
で
す
。
講
演
の
テ
ー
マ
は
ダ

ム
式
経
営
で
す
が
、
聴
衆
の
中
で
た
だ
一
人
、「
ま
ず
思
う
」
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
掴
ま
れ
た
の
で
す
（P1

0
8

）。 

社
労
士
Ｆ
さ
ん
の
「
セ
ミ
ナ
ー
受
講
感
想
文
」（P

42

）
や
、
Ｔ
さ
ん
、
Ｋ
さ
ん
の
「
研
修
受
講
感
想
」

（P
5
5

）
は
、「
目
的
思
考
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
掴
ま
れ
た
実
例
で
す
。 

   

こ
の
図
書
の
出
版
に
際
し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
七
年
九
月
八
日 

「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
研
究
会 

主
宰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

糸
藤
正
士 
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〔
著
者
略
歴
〕 

 

昭
和
九
年
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
三
年
京
都
大
学
（
法
）
卒
。
同
年
光
洋
精
工(

株)

（
現
：

(

株)

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
）
へ
入
社
。
総
務
部
長
、
人
事
部
長
、
購
買
部
長
、
を
務
め
て
四

十
六
才
で
退
社
。(

株)

リ
ク
ル
ー
ト
と
業
務
委
託
契
約
を
結
び
、
研
修
講
師
へ
転
職
。

五
十
八
歳
で
独
立
し
、
「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
を
「
真
・
報
連
相
」
の
名
称
で

研
修
素
材
と
し
て
開
発
。
「
報
連
相
」
と
名
付
け
た
の
は
、
独
立
当
初
に
有
力
顧
客
か

ら
報
連
相
研
修
を
大
量
に
発
注
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。
報
連
相
と
い
う
名
前
で
、

内
容
は
「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
研
修
を
実
施
。
こ
の
本
で
は
、
「
ト
リ
プ
ル
ス

リ
ー
」
と
い
う
名
称
で
、
本
来
の
内
容
で
あ
る
「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
の
「
秘

訣
」
（
核
心
）
を
、
公
開
し
ま
し
た
。 

 

〔
著
書
〕 

 

『
真
・
報
連
相
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
日
本
報
連
相
セ
ン
タ
ー
） 

『
経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の 

真
・
報
連
相
読
本
』
（
鳥
影
社
） 

 

『
報
連
相
の
技
術
が
み
る
み
る
上
達
す
る
』
（
日
本
実
業
出
版
社
） 

〔
連
絡
先
〕 

 
 

〒6
3
6-
0
9
12 

奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
竜
田
川
一
丁
目
十
四
の
五 

「
質
の
高
い
仕
事
の
進
め
方
」
研
究
会 

主
宰 

糸
藤
正
士
（
い
と
ふ
じ 

ま
さ
し
） 

 
 

 
 
 
 

Ｅ
メ
ー
ル 

ito
fu

ji@
asah

i.em
ail.n

e.jp
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

電
話
（
＝
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
：0

7
45
-
4
5
-
82
8
6
 
 

 

携
帯
：0

90

―8
9
35

―39
4
3
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

〇 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

〔
お
願
い
〕 

 
本
書
の
内
容
は
、
不
許
複
製
で
す
。 

 

教
材
と
か
講
演
の
素
材
と
し
て
、
本
書
の
内
容
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は 

日
本
報
連
相
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は
左
記
で
す
。 

連
絡
先
： 

（
社
）
日
本
報
連
相
セ
ン
タ
ー 

 

代
表 

延
堂
良
実 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
： 

i
n
fo
@n
hc
.j
p
.n
et 

電
話
： 

 
06
-6
22
6-
12
62
  
 
 

携
帯
：0

8
0-
41
50
-3
12
7 

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
： 

h
t
tp
:/
/w
ww
.n
h
c.
jp
.n
et
/i
nd
ex
.h
tm
l 

   

 
 

原
稿 

完 
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参
考
情
報 

 
名
言 ● 

「
企
業
人
に
と
っ
て
、
最
大
の
環
境
は
上
役
な
り
」 

● 
「
目
標
は
、
目
的
追
及
の
手
段
な
り
」 

● 

「
人
は
だ
れ
で
も
理
解
欲
求
を
も
っ
て
い
る
（
ワ
ケ
を
知
り
た
い
の
だ
）
」
（
糸
藤
正
士
） 

● 

「
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
と
は
、
助
け
て
も
ら
う
能
力
な
り
」 

● 

「
今
が
、
適
齢
期
」
（
「
内
観
法
」
の
創
始
者
吉
本
伊
信
） 

● 

「
過
去
と
他
人
は 
変
え
ら
れ
な
い
」（
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
。
カ
ナ
ダ
の
心
理
学
者
） 

 

● 

「
自
ら
機
会
を
つ
く
り 
機
会
に
よ
っ
て
自
ら
を
変
え
よ
」（
江
副
浩
正
） 

 

● 

「
創
っ
た
だ
け
で
は
製
品
だ
、
売
れ
て
こ
そ
商
品
だ
」
（
小
山

 

昇
） 

 

● 

「
三
つ
の
否
定
は
だ
め
／
自
己
の
否
定 

相
手
の
否
定 

自
分
の
商
品
の
否
定
」 

 

● 

「
知
ら
ば
見
え
じ
、
見
ず
ば
知
ら
じ
」
（
民
芸
運
動
の
父
・
柳
宗
悦
〔
や
な
ぎ 

む
ね
よ
し
〕
） 

 

● 

「
離
見
の
見
」
、「
目
前
心
後
」
、
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」（
世
阿
弥
） 

 

● 

「
守
破
離
」 

（
規
矩
作
法 

守
り
尽
く
し
て 
破
る
と
も 

離
る
る
と
て
も 

も
と
を
忘
る
な
（
利
休
） 
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● 

「
で
き
な
い
、
と
思
っ
た
ら
３
つ
ぐ
ら
い
に
分
け
て
考
え
る
」 

「
今
す
ぐ
に
は
」
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
「
自
分
一
人
で
は
」
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
、「
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
」
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

（
日
本
能
率
協
会 

元
副
会
長 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
畠
山
芳
雄
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
注
：
括
弧
内
に
氏
名
が
な
い
の
は
、
「
詠
み
人
知
ら
ず
」） 
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参
考
図
書 

『
考
え
方
』（
稲
盛
和
夫 

大
和
書
房
） 

『
小
倉
昌
男 

経
営
学
』
（
小
倉
昌
男 

日
経
Ｂ
Ｐ
） 

『
「
質
」
の
経
営
論
』
（
常
盤
文
克 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
） 

『
内
観
法
』（
吉
本
伊
信 

春
秋
社
） 

『
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
（
平
木
典
子 

日
本
・
精
神
技
術
研
究
所
）） 

『
教
え
る
と
い
う
こ
と
』
（
大
村
は
ま 

共
文
社
） 

『
自
分
を
生
か
し
て
生
き
る
』（
西
村
佳
哲 

ち
く
ま
書
房
） 

『
私
と
は
何
か
』（
平
野
啓
一
郎 

講
談
社
現
代
新
書
） 

『
不
機
嫌
な
職
場
』
（
共
著 
高
橋
克
徳
他 

講
談
社
現
代
新
書
） 

『
日
本
人
の
行
動
様
式
』
（
荒
木
博
之 

講
談
社
現
代
新
書
） 

『
公
と
私
』（
三
戸

 

公 

未
来
社
） 

 

『
異
文
化
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
経
営
』（
林

 

吉
郎 

日
本
経
済
新
聞
社
） 

 
 

『
本
当
に
尊
い
も
の
は
、
実
践
か
ら
し
か
得
ら
れ
な
い
』（
延
堂
溝
壑 

成
長
哲
学
講
話
集
３
） 

 

『
経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の
「
真
・
報
連
相
」
読
本
』（
糸
藤
正
士 

鳥
影
社
） 
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『質の高い仕事の進め方』 
      糸藤正士 著 

20170908 


